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令和４年１定 一般質問 開催状況
開催年月日 令和４年３月１１日

質 問 者 日本共産党 真下 紀子 議員

担 当 部 課 総合政策部交通政策局交通企画課

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

四 北海道新幹線等について

（一）北海道新幹線の道負担の見通しについて 【交通企画監】

毎年100億円近い営業損失いわゆる赤字を出し、その 新幹線の整備に係る地方負担についてであります

累計額は2016年の開業以降、約486億円に上ります。こ が、平成23年に国が行った試算では、新函館北斗・札

の北海道新幹線建設費の道負担の累計額は1,662億 幌間の総事業費は1兆6,700億円とされ、令和４年度ま

円、2020年度は単年度で221億円に上ります。また、202 でに約5,300億円の事業費が配分されており、このうち

1年度の新幹線鉄道整備費予算は243億円、新年度は3 地方負担額については、約1,400億円となっておりま

76億円と133億円も増え、伸び率は155％となっていま す。

す。札幌延伸の着工時の事業費総額は1兆6,700億円と また、令和５年度以降、新幹線工事が完成するまで

推計されておりますが、道の事業費負担について、これ の地方負担額につきましては、各年度の事業費や建設

までいくら負担し、今後の見込みを、どのような考えで、ど 財源となるＪＲからの貸付料の北海道への配分額が明ら

う推計し、その額はいくらになっているのか、お示しくださ かにされていないことなどから、正確に見込むことは難

い。 しいところでありますが、現時点では、貸付料や国費な

どを一定の条件により推計し、約2,100億円と見込んで

いるところでございます。

（二）北海道新幹線の道負担金の情報開示について 【交通企画監】

これまで、度重なる計画変更に安穏と同意してきた知 新幹線の整備についてでありますが、新幹線の建設

事ですが、直轄事業負担金同様、負担金の範囲の考え にあたっては、全国新幹線鉄道整備法の規定に基づ

方や基準、詳細な内容の説明など、どのように情報開示 き、鉄道・運輸機構が工事の区間や工事の方法、予算

されているのですか。 額等を記載した工事実施計画の作成又は変更をする

また、地方負担金の使途や対象範囲の見直しを、国 場合は、国土交通大臣の認可を受けることとされてお

にどのように求めてきたのか、伺います。 り、新函館北斗・札幌間においても、認可の都度、その

内容について、国から示されております。

また、毎年度の工事費につきましては、前年末に機

構から概算額が通知されるとともに、精算時などに道と

機構との間で工事の進捗状況や、工事費などの確認を

行っているほか、必要に応じて、工事内容に関する情

報提供を求めるとともに、機構や沿線自治体などで構

成する北海道新幹線建設促進連絡・調整会議などにお

いて工事の進捗状況や課題に関する意見交換を行っ

ております。

道といたしましては、地方負担の軽減が図られるよう、

国に対し、貸付料はもとより、公共事業の拡充など、更

なる財源確保や財源措置の拡充について求めてきてお

り、引き続き、あらゆる機会を通じ、強く要請してまいりま

す。
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